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序
　その２では、実験結果の分析によって明らかになった、注
視対象による注視時間の違い、および仮設サインに対する
注視行動の特徴について報告する。
1. 注視対象と注視時間
　本実験における多種多様な注視対象を、サイン等、路面等、
障害物等、人、壁等、天井、遠方、空の８種類に大きく分類
した。遠方は、直線路などを歩行中にまっすぐ遠くを見てい
て、注視対象が特定できない場合である。これは、歩行中に
風景が変化しない一点であり、Gibson1) が不変項 invariant
と呼ぶものに該当すると思われる。これら８種類の注視対象
を、さらに合計28種類に細分類した。そして注視対象別の注
視を短時間注視(100msec 未満)、中時間注視(100msec 以上
300msec未満)、長時間注視(300msec以上)に分類し、有意水準
5％の残差分析2)を行った(図1)。
　短時間注視によって注視されることが有意に多い注視対象
は、壁、フェンス、店舗であり、中時間注視によって注視さ
れることが有意に多い注視対象は、歩道、階段、走行自転車、
人、屋根である。地下鉄駅舎における実験3)では、床や天井は
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仮設サイン１～５および既設タイルサイン(その１の図1参照)
200mm角もしくは300mm角で、パンジー(中原区の花)が描かれている
駐車禁止、止まれ等
図書館や町内会館の看板、公共掲示板、駐輪場の注意書き等
店舗の名称や商品名を記した看板、のぼり、広告等

歩道と車道の区分がない道路を含む
ガード１の下、ＪＲ武蔵小杉駅入口など
歩道と車道の区分がある道路(ＪＲ南武線の北側道、ガード２の下)の車道
歩道と車道の境界
空地を含む

路上に停められている自転車
人が歩きながら押している自転車
人が乗ってこいでいる自転車
自家用車、ワゴン車、トラック等
コーン等の車止め、店舗の搬入用台車等

扉（区役所の入口を除く）や窓（ショーウインドーを除く）を含む
駐輪場のフェンスなど。奥の風景を完全に隠す柵は壁に分類する
区役所の入口の自動ドア
駅コンコースの柱や電柱、街灯柱等
駐輪場などの屋根

駅構内売店、ショーウインドー、宝くじ売場窓口等
写真撮影機、コインロッカーを含む
高架下など、注視点付近が暗くて注視対象が分からない場合

駅およびガードの天井

直線路の遠方など、注視対象が特定できない場合

図 1　注視対象別の短時間注視、中時間注視、長時間注視の回数（被験者５人の合計）
グラフ中黒色の棒は、残差分析において当該注視回数の割合が他と比較して有意に多いと判別された注視対象を示す(有意水準5％)

短時間注視によって注視されることが多く、壁は中時間注視
によって注視されることが多かった。地下鉄駅舎における床
への短時間注視は、プラットホームからの転落などの危険を
回避するための注視であると考えられた。しかし本実験の経
路にそのような危険はなく、むしろ壁やフェンスなどの奥か
ら人や自転車などが突然現れ、衝突する危険性が高い。よっ
て壁やフェンスなどが短時間注視、歩道などが中時間注視で
注視されたものと思われる。
　長時間注視によって注視されることが有意に多い注視対象
は、誘導・案内サイン、路面サイン、自動車である。誘導・案
内サインに対する注視は、地下鉄駅舎における実験結果と同
様に長時間である。街路における探索歩行では、サインに加
えて自動車への注視も長時間になることが分かった。
2. 仮設サイン１に対する注視行動
　経路上にある６つの誘導・案内サインのうち、全被験者が
最初に、しかも最も多く注視した仮設サイン１を取り上げ、そ
れに対する注視行動を考察する。
　図2は被験者８が仮設サイン１に対して行った全注視を時
系列で記録したものである。被験者は、スタートから直接見
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駅前市街地における注視対象と注視行動
－街路における探索歩行時の注視に関する研究　その２－

探索歩行 注視対象 注視行動　 　
注視時間 サイン

注視対象

短時間注視 中時間注視 長時間注視

サイン等　　　　　
　誘導・案内サイン
　路面サイン　　　
　道路標識　　　　
　公共サイン　　　
　商業サイン　　　

路面等　　　　　　
　歩道　　　　　　
　階段　　　　　　
　車道　　　　　　
　縁石　　　　　　
　駐車場等　　　　

障害物等　　　　　
　駐輪自転車　　　
　歩行自転車　　　
　走行自転車　　　
　自動車　　　　　
　障害物　　　　　

人　　　　　　　　

壁等　　　　　　　
　壁　　　　　　　
　フェンス　　　　
　入口　　　　　　
　柱　　　　　　　
　屋根　　　　　　
　植栽・花壇　　　
　店舗　　　　　　
　自動販売機　　　
　不明　　　　　　

天井　　　　　　　

遠方　　　　　　　

空　　　　　　　　
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図2　仮設サイン１に対する被験者８の全注視

える仮設サイン１を、しばしば注視しながらそこに近づく(図
2中－25秒～、－20秒～、－15秒～)。しかしサインは手前
を歩いている人の陰に隠れて時々見えなくなる。この段階で
は、被験者はサインに記されている情報をまだ読むことがで
きない。アイマークは同一注視の間も歩行に伴って振動する
のに対し、サインの見えが小さすぎるため、サイン上のどの
部分を注視しているのかさえ不明である。
　－10秒(立ち止まる10秒前、仮設サイン１の約10ｍ手前)
になると、サインの上部に記された文字や記号と、その下に
描かれている地図の区別がつくようになり、両者の間を注視
が垂直に移動する。文字や記号から情報を読み取ると、被験
者はこれらを注視しなくなり、注視は地図に集中する。
　仮設サイン１の前に立ち止まった後(図2中＋０秒～)は、頭
が下向きになり、地図上を注視が移動するようになる。地図
上の注視点は、現在地の武蔵小杉駅と、目的地の中原区役所

接近時
－25秒～ －20秒～ －15秒～

－５秒～－10秒～

＋５秒～ ＋10秒～ ＋15秒～

静止時
＋０秒～

・被験者がサインの前に立ち止まった時刻を０秒として、立ち止まる前（接近時）の時刻を－、
　立ち止まった後（静止時）の時刻を＋で表す。
・１枚の写真に、５秒間に生じた仮設サイン１への注視を記入している。
・各写真における仮設サイン１への最初の注視点を●、２番目以降の注視点を○○○○○で示す。

の間を水平に往復する。
　他の４人の被験者も、仮設サイン１に対して同様の注視行
動を行った。ただし仮設サイン１の地図は、設置された２日
間、武蔵小杉駅を下車した数多くの人々に利用された。被験
者５の実験時は、サインの前に４人の人々が集まり地図を見
ていたため、被験者は最初地図を読むことができなかった。
よってこれらの人々がサインの前を立ち去るのを18秒30の間
待ち、その後仮設サイン１に再び接近し、地図を注視した。
結語
　街路における注視対象による注視時間の違い、および仮設
サイン１に近づく際の注視行動の変化を明らかにした。
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